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研究実績の概要

No.3 肺C を用いてMS による膜プロテオーム解析を行い、
主成分分析などの多変量解析を行った。microG、1G、A1G
のタンパク質発現を比較したところ、同定された全てのタン
パク質を用いた解析では明らかな差は認められなかった。
しかし発現が有意に変化しているタンパク質のみで解析を
行うと各群に特徴的なタンパク質発現があることが明らか
になった。また、同様に膜プロテオーム解析を行った自然老
化マウス、老化モデルマウスの結果と比較を進めており、
老化肺などとの共通点が確認できた。No.1 肺A はパラフィ
ン包埋後薄切切片を作製・色素染色し、微小重力による組
織構造への影響を検証した。自然老化マウス、老化モデル
マウスの肺も同様に切片を作製・染色し、No.1 肺A と比較
したが、microG 群は1G 群やA1G 群と大きな違いはなく、
老化肺ほどの明確な構造変化は認められなかった。

MHU-1ミッション未解析サンプル
解析組織： 肺

現在までの達成度、今後の研究の推進方策 等

予定通り計画は順調に達成されていると考えられる。今後、
プロテオーム解析において発現変化のあったタンパク質に
ついてエンリッチメント解析を進め、肺への微小重力の影響
を明らかにしていく。また、プロテオーム解析により老化マ
ウスなどと共通の発現変化が認められたタンパク質につい
て肺の機能的・構造的変化における役割などの詳細な解析
を進めていく予定である。No.1 肺A を用いた免疫染色によ
り、これらの発現変動が見られたタンパク質の発現につい
ても解析を進めており、プロテオーム解析の結果を支持す
る結果がいくつか得られている。また、 2019 年度のサンプ
ルシェアにも採択され骨格筋サンプルを入手したので、こち
らのプロテオーム解析も進め、肺と骨格筋で共通した変化
があるのか、骨格筋の変化が肺にどのような影響を及ぼし
ているのか検討していく。
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